
歳出
269億4354万円

前年度比

12億7426万円
5.0%の増

総務費
42億8186万円
（15.9％）

民生費
119億4150万円
（44.3％）

教育費
29億4394万円
（10.9％）

衛生費
15億9894万円
（5.9％）

土木費
25億1545万円
（9.3％）

公債費
14億9966万円
（5.6％）

その他（※）
21億6219万円
（8.1％）

※　消防費、商工費、議会費など

歳入
282億2535万円

前年度比

9億1303万円
3.3％の増

国県支出金
67億3171万円
（23.8％）

市税
103億140万円
（36.5％）

地方交付税
29億9251万円
（10.6％）

地方消費税交付金
16億5101万円
（5.9％）

繰入金
20億3759万円
（7.2％）

繰越金
16億4303万円
（5.8％）

その他（※）
28億6810万円
（10.2％）

※　諸収入、市債、寄附金など

決算報告 皆さんに納めていただいた税金がどのように
使われたのか、令和6年度の決算の概要をお
知らせします。

問合先　財政課財政担当

令和6年度一般会計決算の概要
一般会計は、市の行政運営に使われる一般的な経費です。令和6年度一般会計は、歳入（収入）が282億2535万円、
歳出（支出）が269億4354万円となりました。この決算額は、令和5年度と比較すると、歳入で9億1303万円、3.3％
の増となり、歳出で12億7426万円、5.0％の増となりました。

主な要因
主な要因

【用語解説】
民生費　こども、高齢者、障害者などの福祉全般に使う
お金
総務費　住民窓口、課税徴収、ICT化など市の総括的な
事務に使うお金
教育費　学校運営、生涯学習、スポーツなど、教育全般
に使うお金

土木費　道路、公園整備などに使うお金
衛生費　保健衛生、公害対策など安全で衛生的な生活の
ために使うお金
公債費　市債を返済するために使うお金

【用語解説】
市税　市民税、固定資産税などの税収
国県支出金　特定の事業のために国・県から支出される
お金
地方交付税　�市の財政状況に応じて国から交付されるお金

繰入金　他会計や基金から繰り入れるお金
地方消費税交付金　県の地方消費税収入の中から市に交
付されるお金
繰越金　前年度から繰り越したお金

民生費
国県支出金 119億4150万円で、全体の44.3％

を占めています。低所得者支援及
び定額減税補足給付金給付事業な
どの増により、増額となりました。

国庫支出金は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などの減
により、減額となった一方、県支出金は国民健康保険保険基盤安定負担金（保
険税軽減分）などの増により、増額となりました。その結果、国庫支出金は、
3億1798万円の減額（△6.1％）、県支出金は、1億6366万円の増額（＋9.6％）
となりました。

総務費
市債 42億8186万円で、全体の15.9％

を占めています。財政調整基金積
立金の減により、減額となりました。

新町小学校校舎屋上防水等改修事
業債や鶴ヶ島中学校施設改修事業
債(運動施設分)により、4億4531
万円の増額（＋101.3％）となりまし
た。

教育費
教育費は、29億4394万円で、全体
の10.9％を占めています。鶴ヶ島
中学校施設改修事業などの増によ
り、増額となりました。

続く

令
和
６
年
度
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令和6年度健全化判断比率の公表
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく健全化判断比率を公表します。
　比率は市の財政状況を「早期健全化」と「財政再生」の2段階の基準により財政の悪化をチェックするとともに、特別会計
や企業会計もあわせた連結決算により地方公共団体全体の財政状況をより明らかにしようとするものです。

（単位：％）
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

鶴ヶ島市 ― ― 5.1 ―
早期健全化基準 12.80 17.80 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0

※　実質赤字比率、連結実質赤字比率および将来負担比率は、黒字のため－（ハイフン）で示しています

表の見方
　4つある比率のうち、すべてが基準内であれば「健全段階」となり、いずれかが基準を超えた場合には、その程度により「早
期健全化段階」「財政再生段階」となります。
　平成20年度の決算から、早期健全化段階や財政再生段階になった場合には、財政健全化計画や財政再生計画を策定し、財
政の健全化を図ることが法律により義務付けされました。
　本市はいずれの数値も基準を下回っているため「健全段階」に区分されますが、今後も行財政改革を積極的に推進し、一
層の健全化に取り組んでまいります。

【用語解説】
実質赤字比率　一般会計などの実質赤字が標準財政規模※に占
める割合
連結実質赤字比率　市のすべての会計の実質赤字が標準財政規
模に占める割合
実質公債費比率　市のすべての会計および一部事務組合などが
負担する実質的な公債費が標準財政規模に占める割合

将来負担比率　公債費や債務負担行為、職員の退職手当など、
市のすべての会計や一部事務組合に係る将来負担すべき債務が
標準財政規模に占める割合

※　地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模を表しま
す

一部事務組合負担金
　一部事務組合とは、複数の市町村で事務の一部を
共同処理するために設置された団体です。

組合名（主な業務） 負 担 金
坂戸、鶴ヶ島下水道組合（下水道） 4億3366万円
坂戸地区衛生組合（し尿処理） 5353万円
埼玉西部環境保全組合（ごみ処理） 7億6047万円
坂戸・鶴ヶ島消防組合（消防・救急） 10億7708万円
広域静苑組合（火葬場） 3945万円
坂戸、鶴ヶ島水道企業団（上水道） 117万円

特別会計
　特別会計は、一般会計とは別に特定の事業を行うために条例
などによって設置されるものです。

特別会計名 歳　入 歳　出
国民健康保険 67億6203万円 65億9602万円

後期高齢者医療 11億8174万円 11億7923万円

介護保険 51億6121万円 50億  234万円

一本松土地区画整理事業 1億1476万円 1億  406万円

若葉駅西口土地区画整理事業 1億8705万円 1億7532万円

詳しくは、
市ホームページを
確認してください。

令和6年度財政状況
　令和6年度の財政状況について、市の指標などを
公開しています。

令和6年度の監査実施結果
　令和6年度に市が行った財務事務や事務事業の執行について、
市の監査委員が､ 地方自治法の規定に基づく例月出納検査、定
例監査、財政援助団体などの監査、決算審査および基金運用状
況審査並びに財政健全化法の規定に基づく審査などの各種監査
を実施しました。
　その結果、財務事務や事務事業の執行状況は、
適正で合理的かつ効率的に処理されていたもの
と認められました。
　各種監査結果は、市ホームページを確認して
ください。� 問合先　監査委員事務局 市HPはこちら市HPはこちら

12



市 政 情 報

入学準備金貸付制度をご存じですか？

問合先　学校教育課学務担当

　
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校（
学
校
教
育
法
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
）に
進
学

す
る
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
方

に
、
入
学
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

・
令
和
８
年
４
月
に
高
等
学
校
・

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
に
入
学

を
希
望
し
て
い
る
方
の
保
護
者

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
世
帯
全
員
の
完
納
証
明
が
必
要

で
す
）

・
連
帯
保
証
人
を
得
ら
れ
る
方

貸
付
限
度
額

①
高
等
学
校
・
専
修
学
校（
高
等

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以
上
）

→
20
万
円

②
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校（
専

門
課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以

上
）→
30
万
円

申
請
期
間

第
１
期　
10
月
１
日
㈬
～
11
月
17

日
㈪

第
２
期　
令
和
８
年
１
月
５
日
㈪

～
２
月
２
日
㈪

貸
付
時
期

第
１
期　
12
月
上
旬
以
降

第
２
期　
令
和
８
年
２
月
以
降

貸
付
金
の
償
還

①
の
場
合　
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
６
７
０
０
円
を
29
回
、

５
７
０
０
円
を
１
回
償
還

②
の
場
合　
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
７
２
０
０
円
を
41
回
、

４
８
０
０
円
を
１
回
償
還

申
込
方
法

　
学
校
教
育
課
に
あ
る
入
学
準
備

金
貸
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
と
と
も
に
同
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
期

限
後
に
貸
付
審
査
会
を
開
催
し
、

認
定
者
を
決
定
し
ま
す
。
決
定
は

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

　

決
定
の
通
知
を
受
け
た
方
は
、

連
帯
保
証
人（
１
人
）と
連
署
の
借

用
書
に
入
学
を
決
定
す
る
書
類
な

ど
を
添
え
て
、
学
校
教
育
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
収
入
の
多
い
ご
家
庭
に
は
遠
慮

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会

　
教
育
委
員
会
委
員
の
髙た
か
篠し
の
雅ま
さ
惠え

さ
ん
が
任
期
満
了
と
な
り
、
10
月

１
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
鍋な
べ
島し
ま
忠た
だ
しさ
ん
が
任
期
満
了
と

　
埼
玉
県
川
越
都
市
圏
ま
ち
づ
く

り
協
議
会（
レ
イ
ン
ボ
ー
協
議
会
）

で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
17

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
４
次
埼
玉
県
川
越
都
市
圏
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
・
基
本
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
計
画
の
原
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

対
象
者

・
市
内
在
住
在
勤
在
学
の
方

・
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有

す
る
方

・
そ
の
他
原
案
に
関
し
て
利
害
関

係
を
有
す
る
方

閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
、

若
葉
駅
前
出
張
所
、
女
性
セ
ン

タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
各
市
民
セ

な
り
、
10
月
１
日
付
け
で
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毛も

須す

征ゆ
き
弘ひ
ろ
さ
ん
が
任
期

満
了
と
な
り
、
後
任
と
し
て
10
月

１
日
付
け
で
乾
い
ぬ
い

貴た
か

弘ひ
ろ

さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

ン
タ
ー

提
出
方
法

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ­

ー
ム

②
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見（
様
式
自
由
）を
記
入
し
、
メ
ー

ル（

１
０
２
０
０
０
１
０@

city.­
tsurugashim

a.lg.jp

）、
郵
送

（
〒
３
５
０­

−

２
２
９
２（
住
所
不

要
））、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（

０
４­

９
・
２
７
１
・
１
１
９
０
）ま
た

は
直
接
政
策
推
進
課
へ
持
参

※　

メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合

は
、
件
名
に
「
第
４
次
埼
玉
県
川

越
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
・
基
本
計
画
に
対
す
る
意
見
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
、
明

記
し
て
く
だ
さ
い

各種委員会委員の
選任について

第4次埼玉県川越都市圏まちづくり基本構想・基本計画（原案）への
ご意見をお聞かせください

問合先　人事課人事担当問合先　政策推進課政策担当

市HPはこちら

市HPはこちら
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年金生活者支援給付金制度について

問合先　保険年金課保険資格担当

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と

は
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所

得
額
が
一
定
額
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

け
取
る
に
は
、
支
給
要
件
を
満
た

し
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

認
定
請
求
と
い
う
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
10
月

以
降
も
受
給
で
き
る
場
合
は
自
動

で
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
請
求
手

続
き
は
不
要
で
す
。

支
給
要
件

老
齢
基
礎
年
金
受
給
の
場
合

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税・
前
年
の
公
的
年
金
収
入
額
と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
90
万
９
０­

０
０
円
以
下

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
の
場
合

・
前
年
所
得
額
が
４
７
９
万
４
０­

０
０
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万

円
以
下

給
付
額（
月
額
）

老
齢
基
礎
年
金

保
険
料
納
付
済
期
間
な
ど
に
応
じ

て
算
出
し
た
額

障
害
基
礎
年
金

２
級　
５
４
５
０
円

１
級　
６
８
１
３
円

遺
族
基
礎
年
金

５
４
５
０
円

　
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
令
和
７

年
度
に
お
い
て
所
得
額
が
前
年
よ

り
低
下
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
９

月
か
ら
順
次
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

書（
は
が
き
型
）を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
対

象
外
の
方
が
、転
居
や
世
帯
分
離
、

世
帯
員
の
死
亡
な
ど
で
非
課
税
世

帯
に
な
っ
た
場
合
は
、
請
求
書
を

市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
請
求
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
給
付
金
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
☎
０
５
７
０・
０
５・
４
０­

９
２（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
））

　
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、10
月
は「
食

品
ロ
ス
削
減
月
間
」、
10
月
30
日

㈭
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る

の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
「
食
品

ロ
ス
」
が
、
年
間
約
４
６
４
万
ト

ン
発
生
し
て
い
ま
す（
令
和
５
年

度
推
計
値
）。

　
こ
れ
を
日
本
人
１
人
あ
た
り
に

換
算
す
る
と
、
１
年
で
約
37
㎏
、

毎
日
お
に
ぎ
り
約
１
個
分
を
捨
て

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、

ご
み
処
理
費
用
の
削
減
だ
け
で
な

く
、
食
料
生
産
に
費
や
さ
れ
た
膨

大
な
資
源
の
無
駄
が
な
く
な
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
環
境
負

荷
の
低
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
調
整

給
付
に
お
い
て
、
当
初
調
整
給
付

の
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
る
場
合

に
、
追
加
で
給
付
し
て
い
ま
す
。

調
整
給
付
金（
不
足
額
給
付
）の
申

請
期
限
は
『
10
月
31
日
㈮
必
着
』

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
未
提
出

の
方
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に

・
食
品
ロ
ス
の
量
を
記
録
し
、
な

る
べ
く
減
ら
す
た
め
の
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う

・
買
い
物
に
出
か
け
る
前
に
冷
蔵

庫
の
中
な
ど
の
在
庫
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

・
す
ぐ
に
食
べ
る
食
品
を
買
う
と

き
は
、
商
品
棚
の
手
前
に
並
ぶ
賞

味
期
限
の
近
い
も
の
を
取
り
ま

し
ょ
う

・
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
を
作
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

・
食
材
の
保
存
方
法
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う

・
好
き
嫌
い
せ
ず
に
残
さ
ず
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

す
。

※　
「
確
認
書
」
が
届
い
た
方
は
、

返
送（
申
請
）が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い

提
出
先　

給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
☎
０
４
９・
２
９
８・
５
２­

７
７
）

10月は食品ロス削減月間です「調整給付金（不足額給付）」の
申請期限について

問合先　生活環境課環境推進担当問合先　福祉政策課保護経理担当

市HPはこちら

14



市 政 情 報

　
「
鶴
ヶ
島
市
つ
る
の
里
奨
励
賞
」

は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
で
全

国
的
に
活
躍
ま
た
は
優
れ
た
功
績

を
収
め
、
本
市
の
名
称
を
全
国
に

広
め
、
市
の
印
象
の
向
上
に
寄
与

し
た
個
人
や
団
体
に
贈
る
賞
で
、

例
年
１
月
に
表
彰
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
候
補
者
が
い
る
場
合

は
、
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
彰
の
対
象

　
令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
令
和

７
年
10
月
31
日
ま
で
に
実
施
さ
れ

た
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
な
ど
で
活

躍
ま
た
は
優
れ
た
成
績
を
収
め

た
、
市
内
在
住
在
学
の
個
人
や
市

内
で
活
動
す
る
団
体

　
認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
に
よ
り
、
不
動
産
や
預
貯

金
な
ど
の
「
財
産
管
理
」
や
施
設

入
所
・
入
院
の
契
約
手
続
き
な
ど

の
「
身
上
保
護
」
を
行
う
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
法
的
に
保
護
し
、
ご
本
人
の
意

思
を
尊
重
し
た
支
援（
意
思
決
定

支
援
）を
行
い
、
共
に
考
え
、
安

心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
の
制

度
が
、
成
年
後
見
制
度
で
す
。

任
意
後
見
制
度　
自
ら
が
選
ん
だ

人（
任
意
後
見
人
）に
、
代
わ
り
に

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
事
前
に

里親制度を知っていますか？～ 10月は里親月間です～

問合先　こども家庭センター☎049・277・6055
　
県
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
こ
ど

も
た
ち
が
約
１
８
０
０
人
い
ま

す
。
そ
ん
な
こ
ど
も
た
ち
を
、
温

か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
も
っ

て
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
育
て
る
制

度
を「
里
親
制
度
」と
い
い
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

こ
ど
も
を
支
え
る
里
親
の
カ
タ
チ

養
育
里
親　

こ
ど
も
を
一
定
期

間
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て

養
育
す
る
里
親

養
子
縁
組
里
親　

養
子
縁
組
に

よ
っ
て
、
こ
ど
も
を
養
子
と
し
て

育
て
る
里
親

　
そ
の
ほ
か
、
一
時
保
護
さ
れ
た

こ
ど
も
を
短
期
的
に
預
か
る
里

親
、
施
設
で
暮
ら
す
こ
ど
も
に
家

庭
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
に
も

で
き
る
里
親
の
カ
タ
チ
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
！

詳
し
く
知
り
た
い
方

　
県
で
は
、
こ
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
里
親
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。
里
親
に
興
味

の
あ
る
方
は
、「
埼
玉
さ
と
お
や

こ
ど
も
広
場
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

し
く
は
、
県
里
親
フ
ォ
ス
タ
リ
ン

グ
事
業（
社
会
福
祉
法
人
同
仁
学

院
）☎
０
４
２
・
９
８
０
・
７
６­

７
６
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

つるの里奨励賞候補者の推薦について安心して生活するために～成年後見制度について～

問合先　秘書広報課秘書担当
問合先　健康長寿課高齢者福祉担当
	 鶴ヶ島市社会福祉協議会☎049・277・3317

推
薦
方
法

　
指
定
の
推
薦
書（
様
式
）に
推
薦

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

候
補
者
お
よ
び
そ
の
功
績
な
ど
を

記
入
し
、
審
査
上
参
考
と
な
る
資

料（
新
聞
記
事
や
大
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
）を
添
え
て
、
11
月
５
日

㈬
ま
で
に
郵
送
も
し
く
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

※　
推
薦
書（
様
式
）は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
ほ
か
、
秘
書
広
報
課
秘
書
担

当
で
も
配
付
し
て

い
ま
す

契
約
で
決
め
て
お
く
制
度

法
定
後
見
制
度　
家
庭
裁
判
所
に

よ
っ
て
、
成
年
後
見
人
な
ど
が
選

ば
れ
る（
選
任
さ
れ
る
）制
度
。
本

人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て

３
種
類（
類
型
）あ
り

　
市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
相

談
窓
口
を
鶴
ヶ
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
に
関
す
る
講
座
な
ど
の
案

内
を
21
・
24
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

埼玉さとおや
こども広場HP
はこちら

県フォスタリング
事業問合せフォーム

はこちら

市HPはこちら

詳細はこちら
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女性の活躍を応援します

問合先　女性センター☎049・287・4755

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

　
出
産
や
育
児
を
し
な
が
ら
働
き

続
け
る
女
性
は
、
以
前
よ
り
も
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
の

働
き
方
は
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に

左
右
さ
れ
が
ち
で
す
。
出
産
前
と

同
じ
働
き
方
を
続
け
る
こ
と
の
困

難
、
育
児
や
介
護
を
優
先
す
る
と

い
っ
た
家
庭
の
事
情
、
配
偶
者
の

転
勤
に
伴
う
生
活
拠
点
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
女
性
は
自
分
の
思
い

描
く
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
難
し
い
場

合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
第
１
子
を
出
産
し
た
後
も
就
業

を
継
続
す
る
女
性
は
、
令
和
７
年

版
厚
生
労
働
白
書
に
よ
れ
ば
、

69
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を
見
つ
け
よ
う

　
ひ
と
り
親
世
帯
が
増
え
、
夫
婦

間
で
な
く
一
人
で
育
児
と
仕
事
を

両
立
す
る
方
や
、
家
族
の
介
護
と

仕
事
を
両
立
す
る
必
要
が
あ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。総
務
省
の「
令

和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
未
就
学
児
の
育
児
を
し

な
が
ら
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

方
は
、
お
よ
そ
20
万
人
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
理
解

の
あ
る
、
働
き
や
す
い
事
業
所
が

徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
自
分
で
小
さ
な
事
業
を

立
ち
上
げ
る
方
も
い
ま
す
。
出
産

前
や
前
職
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し

て
起
業
す
る
方
、
日
々
の
暮
ら
し

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ニ
ー
ズ
を
事

業
化
す
る
方
、
趣
味
や
特
技
を
生

か
し
て
教
室
を
開
く
方
な
ど
、
起

業
に
発
展
す
る
き
っ
か
け
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　
市
で
は
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を

理
由
に
離
職
し
た
方
が
再
び
社
会

で
活
躍
す
る
こ
と
を
応
援
す
る
た

め
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越
と
連

携
し
た
地
域
企
業
就
職
面
接
会

や
、
鶴
ヶ
島
市
商
工
会
お
よ
び
地

域
の
金
融
機
関
と
連
携
し
た
起
業

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
県
内
全
市
町
村
と
県
で
は
、
10

月
か
ら
12
月
ま
で
を
滞
納
整
理
強

化
期
間
と
し
て
、「
ス
ト
ッ
プ
！

滞
納
」
を
合
言
葉
に
徴
収
対
策
を

進
め
ま
す
。

市
税
は
納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
税
金
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
財

源
で
あ
り
、定
め
ら
れ
た
期
限（
納

期
限
）ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

財
産
調
査
・
滞
納
処
分

　
市
税
は
他
の
債
務（
借
金
な
ど
）

の
返
済
を
理
由
に
滞
納
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
方
が

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
一
部
の
方
は

滞
納
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
市
で
は
、
督
促
や
催
告
を
し

て
も
滞
納
が
続
く
場
合
、
税
負
担

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
法

令
の
規
定
に
基
づ
き
不
動
産
、
預

　
マ
イ
ナ
救
急
と
は
、
救
急
隊
員

が
傷
病
者（
け
が
や
病
気
の
方
）の

マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
し
、
病
院

選
定
な
ど
を
行
う
た
め
に
情
報
を

把
握
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
基
本
的
に
は
傷
病
者
本
人
の
同

意
を
得
て
、
救
急
隊
が
マ
イ
ナ
保

険
証
に
記
録
さ
れ
て
い
る
通
院
先

貯
金
、
給
与
な
ど
の
財
産
を
調
査

し
、
差
押
を
執
行
し
ま
す
。

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
な
ど
で「
か
ん
た
ん
納
税
」

　
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を
利

用
し
て
納
付
し
ま
し
ょ
う
！

や
処
方
薬
の
情
報
を
閲
覧
し
、
搬

送
先
の
病
院
を
選
定
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
活
用
に
よ
る

迅
速
な
救
急
搬
送
へ
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

「滞納整理強化期間」実施中ですマイナ救急が全国一斉スタート

問合先　収納課収納担当
問合先	 坂戸・鶴ヶ島消防組合警防課

☎049・281・3116

令和6年度の差押の執行状況
財産区分 件数

不動産 11
預貯金 302
給与・賞与 163
売掛金・請負金 19
生命保険 17
その他 43

合　　計 555
※　上記のほか、自宅や事業所を捜索する場合あり

白書はこちら

詳細はこちら詳細はこちら
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